






























それでは、ただ今よりシンポジウムを始めさせていただきたいと思います。時間は三十分程度ございます。会場の皆様からたくさんの質問をご提示いただきましたので、それに答える形で進めていきたいと存じます。特に橋本弘道先生に対する質問が多いため、まずお聞きしてみたいと思います。 「宗教と科学は何かと対立すると思いますが、何故、湯川秀樹先生をこちらにお呼び しょうか」と う質問がありました。また、関連しまして、 「是非、中根先生 お声 お聞きしたい」というご要望もありました それでは橋本先生、お願いいた す。
橋本






博士先生をご紹介します。ただ今、私が湯川秀樹先生と申し上げたら、その名前を聞いただけでみんなびっくりして驚いた顔をなさってありましょうか。それほど皆さんは、すでに先生をよく存じでありまするかのようで、私がここでご紹介する必要はないでありましょうけれどもな 言うまでもないが、念のために申し上げますが 先生は京都大学の教授であらせられ、そして、米国コロンビア大学のまた教授であらせられ、あのノーベル賞の受賞者で、日本でたった一人のお方でありまする。世代の学会にあらせられる選者まする。全世界的に大臣、世界的に大学者で す。このお方は京都に住 でおられ、ところで、こんな立派な方が京都おい なられたという事は、京都の名誉 、京都の光栄であれ、京都 名誉主任として酔態するに皆さんがありまする。私が申するに 主任である方に於いて、私は日本 全体、国民全体の名誉主任であると崇め奉るのでありま 。実に日本、世界的大学者、世界的に偉人であ せられます。さて、風向かられる 方 ありまするから、世界一忙しいお方 する。その始末には、私が代京都へ参りまして、今日の講演をお願い参りました所、訪問者はたくさんおいでになって、私に三分の話を頂戴することもできない程お忙しいお方でありまする。然 も関わ ず 万難を排し 番匠を振り払い、そして今日、わざわざ遠方京都から、本学園のために講演のためにおいでなさった。実に本校 本学園の名をこれ得るものにはありません。ただし 講演だけ はなく 聴衆のみなさんも私はそうではな
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いかと思いまする。この世界的大偉人、大学者のご講演をラジオやテレビに映らずして、直接に何事にも承れたという事は、真に汝何曜で、こんな機会はめったにありません。私は、めったにでは無く、絶対に無いと申し上げる程でありまする。だから、一期一会という思いで、今日はみなさん謹んで、一語一句もらさずに、清聴をしていただきたいとお願いし これから先生にご講演を願い奉る。先生はね今日は、科学文明の行方 科学文明の行方についてお話しされ、どう ご謙遜ください。ありがとう。 （拍手）
橋本
　
講演の内容については、お話しされていませんでしたね。最初の答えは、講演前の中根先生の言葉にはありませんでしたが、中根先生 この言葉を述べられた後に体調が急変され亡くなります。学園創立三十五周年記念式典のときですから、本当に苦労を重ねられて、三十五年間をかけて学園を育てられて、そして学園の発展を見届けて亡くなられたという とだと思います。私も学園の歴史に関する資料をたくさん読みましたが、そこまでには、様々な苦労がありました。そのご苦労の礎の上に我々はいて、学園の発展を享受しているわけですから、そういう重みを毎日感じながら、これからも、私 ちの後輩 学園をしっかりと受け継いでけるように、さらに学園を発展させていかなければならない ではないかと思 ます。
　　　　
それから宗教と科学は矛盾するのではないかというご質問ですが、私は、必ずしも矛盾するものではないと








少なくとも仏教は、科学と対立する立場にはないと言えるのではないかと思います。世 中はどのように移り変わっていくのかというこ をしっかり 見定めていくというと ろ 、仏教の本質に迫る一つの側面があるのだと思います。そ 考えると、世の中の様々なことを正確に把握しようとするところ 科学の立ち位置が とするならば、それは、仏教の立ち位置 同一 のではないかと思います。ですから、仏教が成熟していっても、科学が発展していっても、両者はお互い 補完し合って くのではないかと思うのです。このあたりにつきましては、是非とも学長先生にもご意見を伺えれば 思いますが。
司会
　
では、橋本先生の次にご質問が多かった先生ですけれども、小林先生です。橋本先生に対 てはまだあり すので、後ほど、時間がありましたらご質問させていただきたいと思います。小林先生に対して、鶴見大学歯学部 精神と他 大学の歯学部の精神の違いは りますか。鶴見大学としての特別な活動、他大学の歯学部とどのように違うか」教え ただきたいと思 ます。それと関連 たしまして、 「鶴見大学歯学部医療成果をもっと広くピーアールしたほう よい では かというご質問がありました。小林先生、お願 ます。
小林
　
どうもありがとうございます。私共の大学と他 大学 の一番 違い いうのは、いわゆる貢献すると う事が多い教育の理念になっております。最終的 多分これは無意識に、 「報恩行持」の影響を受けたの はなかと思いますけれども、とにかく社会貢献をするの いう事が、非常 強く他の歯 部に比べ と多く謳わ
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それから、私の専門は放射線ですけれども、顎関節症を内視鏡で中を見て治療し すが、それを日本 初めの頃から行っていたのも本学ですし、エックス線検査と一緒にやったのは、本学が初めてでした。それから、義歯には尾花先生と う大名人の先生がいまして ずっ 義歯 臨床というものを本当に真摯にやってきました。非常に特徴的な臨床を そして患者さんに貢献できる やってき と思いま 。基礎的な研究も、 しっかり も なので、話し始めると切りが無くなるので、こ 辺で止めます。
司会
　




はい。質問の意味が少しわかりづらいのですが、 「海外の文化財」は、もちろん授業で取り上げております。文化財学科には東アジアの考古学を専門にしている教員もおりますので、海外関係の事も扱っております。共通科目の中でも、世界史や海外に関わりのある科目をいくつか置いております。私も先程、下室先生から紹介いただきましたように、 専門が日本史関係ですけれども、 近世の日本とオランダ（オランダ東インド会社）との関係を扱っております で 授業の半分はオランダ史・東南アジア史・インド史などに関わりのあることを話しております。実は日本に関わる事を学ぼうとすると、日本の事だけでは当然すみません。海外 事も研究する事ではじめて日本お び日本人のアイデンティティーがわかってくる だと思っております。
　　　　
次の質問はおそらく「絵画や刀剣なども実習で扱っているのですか」ということだと思いますが、絵画に関
しては、実習ⅢＢ 「美術品の扱い」 掛け軸を扱うことがあります。また、実習ⅡＡの「古文書の修復」の話 の中で日本画の修復に関して触れることがあります。少し話しはかわりますが、卒業生で絵画専門の修復士を目指している者がおります。その卒業生 日本ではなく、イタリア 行って今勉強しております。はじめ専門学校のような ころに入って学んで たのですが 先年久々に訪ねてきて大学に編入するので推薦状を書いてくれと頼まれました。日本に帰国して 時 、文化財学科の実習室に来 、漆器類の修復を学んでいました。余談になってしまいますけれども、数年前四年生の実習旅行でイタリアに行った時 その卒業生がやってきて、美術館や博物館、史跡等を案内 くれたと聞いております。
　　　　
次に、刀剣についてですが、実は刀剣はうちの大学に数振りありまして、現在図書館で保管していただ て









石田先生、ありがとうございました。続 て、木村先生へのご質問です。齋藤信義老師のご本の中に、曹洞宗系統には五つの大学 あります。駒澤大学、愛知学院大学、東北福祉大学、駒澤女子大学、鶴見大学です。このうち、鶴見のご本山の系統が鶴見大学です。鶴見大学に仏教文化研究所をつくったというこ は仏教を広く研究するためばかりでなく 瑩山禅師の研究を柱にする目的でつくったわけ そういう意味で、国際的に視野を広げ 時に ご本山をどう るか。 「一つは、学問 な裏打ちをした学問の研究をしな てはなりませんね」というお言葉もあります。木村先生は、この仏教文化研究所の所長と致 まし どのよう考えをお持ちでしょ か。
木村
　




ただ、 時代はどんどん動いて変わってきます。ですから、 それに対応して、 伝統的な路線を大事にしながら、
具体的な場に出て行く必要 あります。国際交流もそうですし、グローバルな情報の収集 発信もそ 。なるべく早く、そういう仕事ができるような方向性を考えていきたい。また同時 先ほど、学園全体のハートと申しましたけれども、地域貢献も含めて建学の精神に関わる中核的な役割を担うということももっとはっきりしていかなければならな と思います。大きくいえば、これら二つ 方向が基本的な 所 役割ではないかと私は思っております。
司会
　





今のご質問ですが、一つは、全国的な学会の中での交流・連携です。只今、下室先生からご紹介の日本印度学仏教学会は、会員が総数二千数百人おられます。実は、昨年度、本学がその開催校を依頼されまして、学内、学外から多くの関係者の支えを受けまして、六月末から七月初めにかけて学術大会が開かれました。こちらはちょうど耐震改修工事の期間中でしたけれども、皆さんのご協力で立派な 術大会を開催できの学会には、いわゆる仏教系 大学だけでなく、国内の諸大学から仏教研究者・インド学研究者が集まります。そのために自 、全国を網羅 るようなネットワークができ、他宗派の大学との連携も生まれてき す。本学会は ういう役割を果たしていると申し上げていいかと思います。
　　　　
もう一つはですね、仏教系大学会議というものがございます。これはまさに、各宗派、各宗門が設立した大学、







では、私からでよろし でしょうか。 「何故、女子教育を貫いてきたのに男女共学になってしまったのか。 」という質問と「クラス名が英・孝・仁などの由来は という ですね。
　　　　
クラスのことから先に説明させていただきます。クラス名は、現在も英・孝・仁・敬・貞・正…となってい
ます。これは珍しいクラス名ですね。これらすべての文字が必ずしも仏教思想に由来するというわけではないと思いますが、本学は、ご本山の学校と て仏教主義の教育が展開され います。しかし、それと同時に、中根先生は、日本人のアイデンティティ 確立 いくための教育というも 大切にされていました。ですから、純粋な仏教思想だけでなく、日本人の道徳観、倫理観を支えているような文字を一つひ つクラス名に盛り込んでいったと考えるとよいのではないかと思いま 。具体的になぜこのような漢字 文字をクラス名にし、どうしてこの並びになったの ということにつ の資料は 見つけ ことが き せんでした。ただ、私学としての独自性ということを中根先生は意識しておら て、本校 独自性を明確にするため 一つの手段としてこのようなクラス名を付けられたという面もあるのでは い と思います。
　　　　
中根先生は、九年間アメリカに留学し、博士の学位を取得され日本に戻ってこられました。そして、駒澤大






のための学校が発展したのではなく、純粋に在家教育のために設立された学校です。ですから、いきなり、入学式で仏壇を開けて読経ということになると生徒達がびっくりす といけ ということで、入学式では読経なども行わなかったようです。また、生徒は、朝礼を行いますが、朝礼の際も、現在では黙然と言われると手を法界定印に組みますが、当時は、掌をクロスさせて膝の上に置く 普通 形であったようで それを法界定印の形にしたのは、三澤先生が校長先生になられた頃からだ 聞いたことがあります。このようなことからもわかるように、中根先生は、在家教育について様々な意味で仏教主義教育におけるバランスを大事にされたのでは いかと思います。
　　　　
それから、 もう一つは、 「何故、 女子教育を貫いてきたの 男女共学になってしまったのか。 」 いう質問で
　　
これは、先ほどの資料でも紹介しまし が、短大を設立するときに、中根先生は、将来的には本学園は男女
共学を理想とすると述べ れてい わけです。で から それにつきるのではないかと思います。当時の時代状況を考える 、私学の場合は、男子校、女子校というように、男子教育と女子教育とを分けて行っていました。従って、それが時代 主流 あったということだと思いま もちろん 瑩山禅師の誓願に基づいて「女性の自覚と向上」を目標に女子教育 貫 てきたわけで 世の中が男女共学を首肯するような状況になれば、男女共学の学校にすることが理想であると仰っているわけですから 本学もその時代の流れの中でそう っていったというこ だと思います。 それは すでに創立三十周年記念 時 仰って たことです。
　　　　
また、これも先に申し上げたことですが 附属中・高の八代目の校長先生は、伊藤克子先生 いう方です。
名前からもわかるように本学中・高では初めて 女性の校長先生 。 「女性の自覚と向上」を掲げながらも、
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ずっと校長先生は男性の先生がなさってきたわけです。それは、 よく考えるとおかしな話で、 女子校ですから、もっと早くに女性の先生が校長先生になられてもおかしくなかったはずです。八代目にして初めて女性の先生が校長先生になられ、その校長 中・高を男女共学に るという決断を下されました。これは、本学にとって非常に象徴的な出来事であったと思います。要するに、 「女性の自覚と向上」を教育目標に掲げてきた本学も、一時代の役割を果たし、 「女性の自覚と向上」という教育目標を達成し、女性の力により次の段階にステップアップしたと考えることができるからです。
　　　　
不易流行という言葉がありますが、本学における女子校最後の校長先生が女性の先生で、その先生が中・高









いますけれども、これからは入学した時にも、一度朗読するの いい ではないかと思っておりま だだ、私、せっかく三年前くらい ヒポクラテスの誓いをみんなで読むようにしたのですが 一つ欠けてい 所
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がございました。というのは、 保護者の方をお招きするのを忘れていたんです。本当は、 病院に上がるときに、百人ちょっとの学生がおりますので、その保護者の方をお招きしまして、共に、病院への患者さんへの医療の誓いをすると うというのが、望ましいのかなと思っております。来年はそのくらいを改善していきたいと思っております。
司会
　
ありがとうござ ました。大分時間 過ぎてし いました。ここで、もう終了にしたいと思いますが、最後に統括といたしまして、 「大覚円成
　
報恩行持」という建学の精神にっいて、橋本先生の資料にもありましたよ









るという事業がありまして、それを申請せよと学部長に言われま て、訳が分か ず、書き始めますと、やはり建学の精神を全面的に国家 アピールしない いけないと分かりまし 。そこで初めて、 「大覚円成
　
報
恩行持」ということ 何度も何度も、自分で噛み砕 て、初めて深く理解するよう なりました。結局力不足で採択されませんでしたが、その後 今の職 なりまして、より でき ところ ござ ます。
　　　　
それで、今日文学部は文化財学科を代表して、石田千尋先生がお話をしてくださいましたが、短期大学部、
それから文学部の中でも、文化財学科、それから歯学部 いう は 本当に実学に基づいているものですの社会貢献だとか、社会に対する恩返しということは 非常にその学生自身も分かりやすいと とで、教える方も教えやすい部分というも でございます。今日残念だったのは、文 の他の学科の先生方 、非常に少なくて、ドキユメンテーションの原田先生しか らっしゃ ないので、例えば 他 学部、 科では、実学
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に遠いところをどうやって、どういった所を社会貢献という事を強調して、教えていらっしゃるかというお話を聞けたらよかったなと思っております。それが、 残念でした。歯学部の方は私が出た大学、 学部ですので、今日小林先生のお話をしていただい 非常に分かりやすいお話だっ ので、ありがたいと思っております。
　　　　
それで最後にこのお話をして終わりにしたいと思います。実は、いくら教員・職員が建学の精神を掲げて教
育したといっても、それを実際に形にし くれるのは学生さん達です。今日も最後まで会場に残ってくれている学生さんがいるんですけれども、本学の学生さん達、十七年前の阪神大震災の時から、そして、三年前になりますが、東 本大震災の時、学生さんが主体となって ボランティア活動を ております。最初にやろうといったのは 歯学部の学 ですが、歯学部の学生だけではなくて、短期大学部、そして文 学生さん一緒にな てボランティア活動を今も続けてやっております。十七年前に阪神大震災の時に、ボランティア活動をやった学生さんは、もう立派な大人になっ おりますが、今で そういったボランティア活動の一つのチーム 立ち上げております。今、やっていら ゃる学生さん達、私達教職員 文学部、短期大学部歯学部と教育の面では融合することができなくて苦労しておりますけれども、学生さん達は、私達の力無に、 全員がそれぞれの特色を活かしてボランティア活動をして 。これこそが本当の社会貢献で、 多分私たちが教えたこと以上の事を 達が立派に建 の精神 展開させて、活動をしているのではないかと思います。むしろ、私たち 方が の活動 学ばな ばならな こと たくさんあったと思ます。本当 今日は長時間のお付き合 ありがとうございました。
　　　司会
　
前田先生、ありがとうございました。これで閉会としたい 思 ます。四 の先 方、会場の皆様方ありがとうございました

